
九経連 木造ビル構造標準モデル研修会

熊本チーム 成果発表



Ⅰ. 木造ビルのすすめ

１）なぜ木造ビルなのか
〇森林資源豊かで林産業県である熊本県・・・・森林資源の有効活用

〇山間地で生産された木材を都市部で使う・・・地産都消、主要都市部への木材供給

〇県産材利用による経済効果・・・地域関連業界の経済循環と仕事の創出

関連業界：林業・加工・流通・設計・施工・設備等

〇環境保全・・・木材利用による炭素貯蔵「都市（まち）に森をつくる」

材料製造・加工・建設の省エネと二酸化炭素排出の抑制

森林が持つ多面的機能（水源涵養、斜面崩壊防止、土壌保全等）の保護

建主・発注者として木造ビルを建てることは、
循環型社会・持続可能社会・ＳＤＧsに貢献できます‼

熊本チーム



２）木造ビルのメリット・デメリット

【メリット】

〇環境保全に貢献できる・・・イメージアップ、取り組みのアピール

〇建物が軽量化できる・・・基礎や地盤補強が他構造より小さくできコストダウンが図れる

〇ＲＣ造より工期短縮ができる・・・コストダウンが図れる

〇自然素材で利用者にやさしい

♦安全 ・・・衝撃吸収、目にやさしい（紫外線吸収）

♦快適、健康・・・断熱効果、調湿作用、木の香り、ストレス緩和、集中力アップ

〇経費削減ができる・・・減価償却期間が他構造に比べて短い

例）事務所：木造２４年、ＲＣ造５０年、鉄骨造２２～３８年
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２）木造ビルのメリット・デメリット

【デメリット】
〇自然素材である

♦材料強度や含水率管理に手間と技術が必要

♦大量に木材が必要な場合や大径材利用は、木材調達や木材乾燥に時間を要する

〇他構造の工業製品材や住宅用木材と比べて規格化・標準化が進んでいない

♦中大規模木造設計技術が確立途上であり、技術者や製造者が少ない

♦木架構建築費のコストが高くなる場合がある

♦中大規模木造建築物がまだ少ないため、資材のコストダウンが進んでいない

〇外部や水回りに木材を使用する場合は、十分な設計上の配慮と

定期的なメンテナンスが必要
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その他の木造に対するデメリットのイメージとは？

〇耐震性がないのでは？
♦熊本地震で震度６弱以上を記録した地域の中大規模木造建築物は２９施設程ありましたが、

構造性能の支障となる損傷等は見られず、地震後も早い段階で利用再開されています。

♦他構造のビルと同じように許容応力度計算等の構造計算を行い設計するため、

耐震性を確保できます。

♦木材は品質・性能が明確な木材としてＪＡＳ材があります。

〇耐火性がないのでは？
♦様々な技術開発や実験検証により、耐火性能を確保できます。

♦建築基準法の法規制の合理化等により、木造や木材を積極的に利用して

設計できる建物が拡がっています。

〇耐久性がないのでは？
♦国土交通省が制定した「木造計画・設計基準」では、木造の耐用年数を５０～６０年を

目安としており、耐久性に配慮した設計・施工と適切な維持管理を行うことで、

ＲＣ造と同等期間使用可能です。
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Ⅱ. 熊本県木造ビルターゲットとモデル

１）着工建築物データから読み取る

熊本県市部の１５階建以下の建築着工データ総計（２０１８年）

建築物の数（棟） 床面積の合計（千㎡）

総 計 8,000 1,575 

住居系（非住居複合含む） 7,100 1,106 

非住居系 900 469 
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Ⅱ. 熊本県木造ビルターゲットとモデル

１）着工建築物データから読み取る

熊本県市部の１階建（２０１８年）

建築物の数（棟）
（ ）内木造（棟）

床面積の合計（千㎡）
（ ）内木造（千㎡）

木造化率
棟（床面積）（％）

総 計 3,000（2,380） 410（251） 79（61）

住居系
（非住居複合含む）

2,400（2,180） 241（218） 90（90）

非住居系 600（200） 169（33） 33（20）
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Ⅱ. 熊本県木造ビルターゲットとモデル

１）着工建築物データから読み取る

熊本県市部の２階建（２０１８年）

建築物の数（棟）
（ ）内木造（棟）

床面積の合計（千㎡）
（ ）内木造（千㎡）

木造化率
棟（床面積）（％）

総 計 4,700（4,100） 756（550） 87（73）

住居系
（非住居複合含む）

4,500（4,000） 626（525） 89（84）

非住居系 200（100） 130（25） 50（19）
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Ⅱ. 熊本県木造ビルターゲットとモデル

１）着工建築物データから読み取る

熊本県市部の３階建（２０１８年）

建築物の数（棟）
（ ）内木造（棟）

床面積の合計（千㎡）
（ ）内木造（千㎡）

木造化率
棟（床面積）（％）

総 計 133（27） 86（8.8） 20（10）

住居系
（非住居複合含む）

119（24） 60（8.8） 20（15）

非住居系 14（0） 26（0） 0
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Ⅱ. 熊本県木造ビルターゲットとモデル

１）着工建築物データから読み取る

熊本県市部の４～５階建（２０１８年）

建築物の数（棟）
（ ）内木造（棟）

床面積の合計（千㎡）
（ ）内木造（千㎡）

木造化率
棟（床面積）（％）

総 計 34（0） 60（0） 0

住居系
（非住居複合含む）

20（0） 22（0） 0

非住居系 14（0） 38（0） 0
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２０１８年の実績

・非住居系の１階建と２階建は床面積に対し約２０％が木造化。

・３階建て以上の木造化は皆無の状況。

※熊本県内には１時間準耐火３階建庁舎、木造耐火４階建学校校舎等

の過去の実績は有り
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取り組みやすい３階建をターゲットにし、
３階建の木造化率アップを目指します‼



２）熊本県市部で取り組みやすい木造ビル化が可能なモデル

〇木造ビル建築の想定地域・・・準防火地域（全国的にも対応可能）

〇木造ビルの用途・規模 ・・・３階建て（１階店舗、２～３階事務所）

２００～５００㎡の準耐火建築物

〇準耐火建築物の設計 ・・・準耐火構造（法第2条9号の３イ）燃えしろ設計

●準防火地域内、木造３階建、民間建築において需要の多い
小中規模の店舗・事務所の複合用途テナントビル

●準耐火建築物、４５分準耐火構造、燃えしろ設計
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～計画編～

熊本バージョン



熊本チーム外観イメージパース

【木造ビルとしてのアピール】

・ビルらしく開口部を大きく計画し、屋内のあらわし

の木構造フレームを見せる

・軒裏やバルコニー内部側外壁にＣＬＴをあらわし

【維持管理への設計配慮】

・外部の木材使用はメンテナンスや耐久性に配慮し、

直接雨掛かりしづらい軒裏やバルコニー内部等で、

足場のある部分のみに計画

・外壁材は汎用性と機能性の高い窯業系サイディング



熊本チーム仕上表

【木造ビルとしてのアピール】

・準耐火構造の燃えしろ設計

を行い、木構造フレームを

あらわしで見せる

・３階屋根のＣＬＴをｔ150で

燃えしろ設計することで、

ＣＬＴあらわしの天井も可能



熊本チーム建築計画概要、配置図・１階平面図

【建築計画概要】
建設想定地：熊本市中央区中心市街地周辺
用途地域 ：第２種住居地域
建ぺい率 ：６０％⇒７０％（準耐火建築物）
容積率 ：２００％
防火指定 ：準防火地域内
敷地面積 ：約３５０㎡
構造・規模：木造 地上３階建
建築面積 ：１４７．３５㎡
延べ面積 ：４１２．０５㎡
建物用途 ：１階店舗、２・３階事務所
耐火種別 ：準耐火建築物、４５分準耐火構造、燃えしろ設計

【配置図・１階平面図】



熊本チーム２・３階平面図

【２階平面図】 【３階平面図】



熊本チーム立面図

【北側立面図】



熊本チーム立面図

【南側立面図】【西側立面図】 【東側立面図】



熊本チーム矩計図

【遮音性能への配慮計画】

・床剛性を高めるため床パネルにＣＬＴを採用

・重量衝撃音対策としてＡＬＣｔ35を敷き込み

・二重床としてフリーアクセスフロアを採用し、

軽量衝撃音対策として仕上はタイルカーペット

（住宅用途：システム置床＋アスファルト系

遮音シート敷き込み＋フローリング仕上等）

・天井は防振吊木による防振天井＋吸音材＋

強化石膏ボード＋ロックウール吸音板

【施工性向上計画：ＣＬＴの採用】

・職人不足対策として床パネルにＣＬＴを採用

・建て方と同時に重機使用による施工で工期短縮と

床が出来上がることでの安全性向上



～構造編～
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熊本チーム構造計画

【構造計画概要】

軒 高： ９ｍ超

構造設計ルート：ルート２

・許容応力度計算
・層間変形角
・偏心率、剛性率
・燃えしろ設計

使用材料：集成材、ＪＡＳ製材

梁スパン６ｍ以内

床パネル：スギＣＬＴ

２・３階：５プライｔ150
屋 根：３プライｔ90

はね出しバルコニー：５プライｔ150 

接合部： グルードインロッド（ＧＩＲ）

ホームコネクター

【使用木材リスト】



熊本チーム構造モデル



木造は想定モデル地盤に対して
直接基礎にて計画が可能

熊本チーム木造とＲＣ造の基礎、地中梁伏図

【木造】 【ＲＣ造】

ＲＣ造はＰＨＣ杭が必要
杭全長＝17.0ｍ 本数13本



熊本チーム木造とＲＣ造の基礎・地中梁比較

【木造】 【ＲＣ造】



熊本チーム２・３階梁伏図



熊本チームＲ階小屋伏図



熊本チーム短辺方向軸組図



熊本チーム短辺方向軸組図



熊本チーム短辺方向軸組図



熊本チーム長辺方向軸組図



熊本チーム長辺方向軸組図



熊本チーム基礎・地中梁



熊本チーム柱脚・ブレース



熊本チーム接合部：グルードインロッド（ＧＩＲ）のホームコネクター

ホームコネクター：施工講習を受けることで誰でも施工が可能、鋼板やボルトがあらわれず意匠性とメンテナンス性に優れる
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ご清聴ありがとうございました。
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課題・気づき


